
令和元年度 第４回公立大学法人公立鳥取環境大学経営審議会 議事要旨（案） 
 
 

○ 日 時 令和２年３月１１日（水） １３：３０～１５：３０  
○ 場 所 公立鳥取環境大学 大会議室（本部講義棟３階） 
○ 出席者  江﨑信芳委員、西山信一委員、今井正和委員、田中洋介委員、 

若原道昭委員、林昭男委員、児嶋祥悟委員、山田修平委員、米田裕子委員 
 [9 名/10 名] 

        北野彬子監事 [1 名/2 名] 
○ 欠席者  山田憲典委員、小谷昇監事 

 
 冒頭に理事長の挨拶があり、その後、新任の委員がおられるため、新任委員が自己紹介を行っ

た。 
 
【議事】 

１ 前回議事要旨の確認 

   原案のとおり承認された。 

 

 ２ 審議事項 

（１）新型コロナウイルス感染症対策について 

    事務局から新型コロナウイルス感染症対策について説明があり、原案のとおり行うこと

となった。 

 ＜主な意見等＞ 

  ・リスク管理規程の対象となるのであれば、規程に沿って対応を検討すればよいのではな

いか。 

  ・経営審議会の開催を待っての審議では遅すぎるため、報告事項で十分ではないか。 

  ・学生への連絡はどのように行っているのか。 

  →学内のサイネージや掲示板、学内 Web の掲示板で周知を行っている。なお、現在春休み

期間中のため、チューターを通じて連絡を行っている。 

 

（２）令和２年度予算編成について 

    事務局から、令和２年度予算編成について説明があり、原案のとおり承認された。 

 ＜主な意見等＞ 

  ・収容定員の増加については認められたのか。 

  →文部科学省に届出済である。 

 

（３）令和元年度補正予算（第４回）案について 

    事務局から、令和元年度補正予算（第４回）案について説明があり、原案のとおり承認

された。 

＜主な意見等＞ 

   特になし 

 



（４）公立鳥取環境大学３ポリシーについて 

    今井理事から、公立鳥取環境大学３ポリシーについて説明があり、原案のとおり承認さ

れた。 

＜主な意見等＞ 

  アドミッション・ポリシーについて 

   ・経営学部案に「教育目標」という言葉を使われているが、大学案にも「教育目標」が使

われているため、学部では「目標」とするのがよろしいのではないか。 

   →学部で検討を行う。 

 

（５）令和２年度年度計画について 

    事務局から、令和２年度年度計画について説明があり、原案のとおり承認された。 

＜主な意見等＞ 

   ・教員採用時の任期制は導入済みなのか。 

   →公立化されたときに全員に任期をつけている。 

   ・オープンキャンパスの参加率８０％以上とあるが、実績はどのくらいなのか。 

   →約９０％が参加している。 

   ・競争的外部資金の獲得について第２期中期目標では「明確な数値目標を掲げ」とあるが

令和２年度年度計画では「近県公立大学平均採択率以上」とあるが具体的に定めてある

のか。 

   →件数にすると教員の人数により達成度に差が出てしまうため平均採択率としている。ま

た、近隣の大学と比較したときの立ち位置がわかりやすいため平均採択率を採用してい

る。 

   ・施設整備について本学のトイレの和式と洋式の比率はどうなのか。 

   →ほとんどが和式。改修計画に基づき洋式を増やしていく予定。 

   ・就職支援について、卒業生のフォローは行っているのか。 

   →卒業生からの就職相談があり、対応を行っている。 

  

（６）点検評価ポートフォリオについて 

    事務局から、点検評価ポートフォリオについて説明があり、原案のとおり承認された。 

＜主な意見等＞ 

   ・評価はどのように表されるのか。 

   →「合または不適」で表される。 

   ・評価機関は面談や聞き取りにどのくらいのウエイトを置いているのか。 

   →まだ個別に決まってはいない。秋に１日かけて関係者（学生、卒業生、地域など）の意

見の聞き取りを行う予定。 

 

（７）公立大学法人公立鳥取環境大学組織改正について 

    事務局から、公立大学法人公立鳥取環境大学組織改正について説明があり、原案のとお

り承認された。 

＜主な意見等＞ 

   ・学生支援センターの「修学上の困難を抱える学生」とは障がいのある学生のことなのか

または経済的に困難な学生のことを指すのか。また、そのような学生はどのくらいいる



のか。 

   →障がいや経済的困難など様々な困難を持つ学生が対象であり、臨床心理士から報告され

ている人数が２０名程度。 

   ・学生支援センターと就職支援センターについて、もともと学務課が持っていた業務との

調整・整理はどのようになっているのか。 

   →基本的には学務課の業務ではあるが、今までできていなかった教職協働で学生への対応

体制を手厚くした。 

 

（８）職員の処遇等に関する諸規程の改正について 

    事務局から、職員の処遇等に関する諸規程の改正について説明があり、原案のとおり承

認された。 

＜主な意見等＞ 

   特になし 

 

３ 報告事項 

（１）公立大学法人公立鳥取環境大学非常勤職員等就業規則の一部改正について 

   事務局から、公立大学法人公立鳥取環境大学非常勤職員等就業規則の一部改正について

報告があった。 

  

（２）専任教員の採用および昇任について 

   事務局から、専任教員の採用および昇任について報告があった。 

 

（３）令和２年度教学体制について 

   事務局から、令和２年度教学体制について報告があった。 

 

（４）インフラ長寿命化にかかる個別施設計画について 

   事務局から、インフラ長寿命化にかかる個別施設計画について報告があった。 

 

（５）近況報告 

   事務局から、近況報告があった。 

 

５ 閉 会 


